
新年明けましてありがとうございます。令和最初のお正月を無事に

迎えることができて清々しい気持ちでおります。皆さまにおかれまし

てもご健勝の事とお慶び申し上げます。さて、今年初のみつまめ通信
の記事は川戸工務店の歴史について書かせていただきます。明治22年

に町村制で比々多の7村が合併し、比々多村が誕生しました。その時

に竣工した比々多村役場の建設に携わったのが、今から130年前の当

時18歳だった川戸工務店初代の喜助(きすけ)でした。2代目の寿子(ひ

さこ)は喜助と同じく秦野市の宮大工のもとで修行を積み、近隣地区

にある神社仏閣を数多く手がけました。晩年は木造住宅に力を入れて
建築しました、比々多地区で寿子が建てた住宅に住んでいただいてい

る方も多い事と思います。3代目の詔光（のりみつ）も10代から家業

を継ぎ、主に木造住宅を手がけてまいりました。わたし光久（みつひ

さ）は4代目で、18歳から大工として川戸工務店へ加わり、平成18年
に先代の詔光と世代交代をして有限会社川戸工務店を設立致しました。

平成25年に妻、晴子と一級建築士事務所を併設して現在に至ります。

■夏には親子木工教室、秋にはサンマ祭りを開催し、たくさんの方に

ご参加いただきました。各イベントの運営には協力業者や職人さん近
所の友人にも手伝っていただきました。改めて感謝申し上げます。

11月に開催した汐留バスツアーでは、パナソニックリノベーションミュー

ミュージアムとYKKAPショールームで住宅に関する知識を増やしてい

ただいたり体感して頂きました。参加された皆さんから「見て触れて
とても良かった」等のお声をたくさん頂戴しました。振り返ると川戸

工務店の130年の歴史は地域の方々との共存共栄そのものだと思いま

す。施主様、工務店、職人、友人知人、どれ一つ欠けてもいけません。

これまでの恩返しが出来るように、住宅に係る全ての人達の住環境に
優しく、伊勢原市に暮らす皆さんの幸せと夢をかなえれるような㈲川

戸工務店にして行きますので、本年もどうぞ宜しくお願い致します。

趣味
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■昨年12月に行われた「いせはら景観写真展表彰式」では学生の部381点一般の部122点の中から入賞作品が決

まり、41名の方が表彰されました。一般の部「市長賞」に栗原地区の先輩写真愛好家：高山明照さん。続いて

「教育長賞」にわたしが入賞！この作品は、たいまつの炎で害虫を追い払う「虫送り」という日向地区の伝統

行事で「送れ、送れ、虫送れ 今年は豊年満作だ！」と歌いながら田畑を行進する若者達の様子を収めました。

あらためて会場で投票して頂いた皆さん、日向地区虫送り保存会の皆さんと参加者の皆さんにご協力を頂きま

して誠にありがとうございました。■第二部：伊勢原市景観登録候補の推薦として、比々多地区「聖峰不動尊

の眺望」「三ノ宮例大祭の山車」「保国寺の大地蔵」の三つを会場の皆さんへ強くアピールさせて頂きました。

皆さんの投票で三年連続上位入賞できました！！

●川戸工務店の協力業者、職人さんと友人知人

地域にねざして130年 明けまして ありがとうございます！

●東京汐留バスツアー参加のお施主様と記念写真

●教育長賞受賞作品「今年も豊年満作だ！

わたしが川戸喜助です

地域の皆様に支えて頂いた130年

●川戸：高山市長：永井さん：高山さん●入賞された41名の皆様おめでとうございます。 ●第二部：発表の様子

●明治22年 比々多村役場竣工記念写真



●松田さんのご感想

「台風の影響で木製の玄関

扉が反って開閉が困難とな

り、川戸さんに相談したと

ころ、大工工事が一時間無

料の「道具箱の日」を教え

てもらい修理をお願いしま

した。扉を手早くカンナで

削って直してくれてました。

気軽に相談できる「道具箱

の日」があって助かりまし

た、ありがとうございます。

●斉藤さんのご感想

「物置き入口の扉のちょ

うつがいが付いている所

が壊れてしまい困ってい

ました。「道具箱の日」

に申し込みをしたら川戸

さんが簡単に直してくれ

ました。いまは安心して

開け閉めができて大満足

です。

★喜んで頂けて良かっ

たです！（川戸）

■昨年5月1日から令和元年が始まり、令和二年の元旦は本

当の意味での令和新時代の始まりの年だと感じています。今

年は５６年ぶりに東京五輪・パラリンピックが開催されます、

自国代表の選手たちの活躍が今からとても楽しみですよね。

また、わたくし事ですが6月に比々多小学校１９８６年卒業

生の同窓会を卒業以来はじめて開催致します。川戸工務店事

務所を事務局として、地元の仲間達と実行委員会を作りまし

た。毎月数名でミーティングをしています。当時小学生だっ

た友人たちは子を持つ親になりました。遠方へ越して疎遠の

同級生もいます。３３年が経ち、大人になって再会すること

で新たな時代が始まる期待感で満ちております。是非、皆さ

んもより行動的にオリンピックイヤーを楽しみましょう！

●串橋、松木さん宅のヴァンく

ん（おとこのこ）は静岡県浜松市出身で丹

精な顔立ち、朝夕二回のお散歩と食欲旺盛

な健康優良犬です。人の様子を良く見て学

習したり、騒がしくしてはいけない空気を

読める所など、賢いな～といつも思います。

さみしがり屋で

甘えん坊な一面

もあるそうです

が、松木家の防

犯担当で家族を

守る為に中夜問

わず家じゅうの

警備をしてくれ

ているそうです！

レポートコーナー！

空き缶がつなげる地域コミュニティー！
空き缶達の長い旅：横浜市栄区にある福祉施設に行ってきました

お散歩大好きプラス
ワン

６５歳以上の方なら一時間の大工工事が無料です。次回は２月1日（土）限定四名様

■日ごろから串橋地区のみなさんに空き缶のご提供を頂きありがとうござ

います。毎回、空き缶は妻の実家の大船へ届けていますが、今回初めて妻と

二人で施設へ届けてきました！場所は横浜市栄区にある朋第２です。伺うと

施設の子供達と職員の皆さんが出迎えてくれました、普段この時間はワゴン

車に乗って地域のお宅へ空き缶の収集に行っているそうです。わたしが想像

していたよりも体が不自由そうに見える子達でしたが、とても器用に空き缶

を潰してみせてくれました。皆さんの協力で年間で２ｔ弱位集まるそうです。

「空き缶集めはお金を作る事が目的ではなく、子供達と地域の交流を深める

為に行っています。体が不自由でも社会の役に立てる事が子供たちの自信に

繋がるので、ご提供下さる皆さんに感謝しています。」と職員の長友さん

■

最初に缶提供を始めた横浜に住む妻の母は「子供たちが施設にこもらず、い

ろいろな人と触れ合うことはとても大切。缶を潰して頂いたお手当で家族に

お祝いを買ってあげた話を聞いたときは凄く嬉しく思いました」と話す。

「今年は東京でパラリンピックが開催されます、わたしたちと体の不自由な

人達の垣根を無くす大きなイベントになると期待をしています」と晴子さん

■「空き缶を集めて洗浄して乾かして持って行く作業は地味に大変です。で

も、一人一人の善意が集まって子供達の喜びに結びついている事を学べてと

ても嬉しく思いました。今後も微力ながら子供達のお手伝いをして行きます

ので、皆さんにも空き缶提供のご協力よろしくお願いいたします。加えて、

飲んだ後の空き缶は子供たちの仕事の為に潰さないでご提供してくださいね！

新築工事

承ります
伊勢原市

串橋１６８

一時間無料の「道具箱の日」で皆さん大満足！！

地域に根ざして130年 環境に優しく あなたの幸せと 夢をかなえる工務店

●子供達が空き缶を機械にいれてスクラップする作業を見せてくれました！●地域で頂いた空き缶を施設の皆さんに届けてきました！

令和元年１１月２６日に行った大工工事の感想をお聞きしました

斉藤洋子邸松田喬利邸


